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Ⅰ 学校の概要 
 

千葉市立緑町小学校 
 所在地 千葉市稲毛区緑町２－１３－１ 
 ＴＥＬ ０４３（２４２）２４３３ ＦＡＸ ０４３（２４４）６９０９ 
 校 長 三橋 勉 
 学級数 21学級 子ども数 587 名（Ｒ７ ４／11現在） 

本校は、昭和 39年４月に弥生小学校から分離、開校して 62 年の歴史がある。開校直後より、千葉
市の研究指定校として公開研究会を行い、自主性・創造性・実践性を基盤とした教育理念を受け継ぎ
ながら、数々の研究会を実施し、質の高い教育と素直で優秀な子どもを育てる実践が進められてきた。
学区は、ＪＲ線と国道 14号線に挟まれ、京成線が中央を横断している。平成 24 年に校舎が新しく建
て替えられ、翌年には創立 50 周年と共に校庭も新しく造りかえられた。新たな環境の中で、これま
での歴史を受け継ぎながら、更なる進化・発展を目指し教育活動に取り組
んでいる。 
特に理科教育においては、千葉市の理科教育センター校として中心的な

役割を果たしてきた。日本初等理科教育研究会全国大会は 3度会場校とし
て公開研究会を行い、ソニー教育基金の受賞も数多くある。令和５年度は、
開校から 23回目となる公開研究会が行われた。また、「みどりっ子学習」
として、夏休みの自由研究に全校で取り組んでおり、令和 4、５年度には
千葉県子ども生徒教職員科学作品展において、学校賞を受賞した。 

 
本校では、自らの夢の達成に向けて努力する姿こそ、自己実現に向かって伸びようとする子どもの

姿であると捉え、確かな学力と豊かな心、たくましい体の育成を目指して教育活動を進めている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

千葉市の目指すべき子どもの姿 
夢と思いやりの心を持ち、未来を拓く子ども 

千葉市学校教育の目標 
自ら考え、自ら学び、自ら行動できる力をはぐくむ 

     夢と希望をもち、たくましく豊かに生きる子どもの育成 
   ― 伸びよ みどりの子 ―

学校教育目標 

 

 

 
 

     

 《考える子》 
進んで学ぶ、自分で考え判断する、
生活をよりよく改善する 
 

《思いやりのある子》 
仲良く助け合う、やさしく思いやり
がある、心ゆたか 
 

《たくましい子》 
進んで体をきたえる、意欲をもって
生活する、自分らしさを伸ばす 

〈自主的・主体的な活動〉 
・体験的な学習の充実 
・生活科、社会科見学、総合、宿泊体験 
・みどりっ子学習 等 

〈表現力・感性を豊かにする活動〉 
・読書タイム、読み聞かせ 
・タイピング・プログラミング 
・発見みどりカード 
 

〈保護者・地域と連携した活動〉 
・読書ボランティア 
 読み聞かせ 
・ブラックシアター 
・みどり小まつり 

〈ふれあい・思いやりを育む活動〉 
・たてわり活動 
 全校遠足、たてわり遊び 
 全校縄跳び集会 
・ボランティア活動  
 挨拶運動、いじめ防止 



Ⅱ 研究の概要 
１ 研究全体構想図 
  

 
 
学習指導要領から（「生きる力」の育成） 
・「知識及び技能」の習得 
・「思考力・判断力・表現力等」の育成 
・「学びに向かう力・人間性等」の涵養 
「主体的・対話的で深い学び」の実現 

現代の教育要請から（「令和の日本型学校教育」の構築）  
・未来を切り拓くための資質・能力の育成 
・「個別最適な学び」「協働的な学び」の実現 
千葉市学校教育推進計画「わかる授業」の推進に向けた課題 
・子どもたちが目標（ねらい）をもった学習活動 
・見方・考え方を働かせながら思考力・判断力・表現力等を育む 
・PDCA サイクルを意識した指導と評価の一体化 
・ICT の効果的活用（ギガチバ Cスタイル） 

  
子どもの実態 
・９割の子どもが、理科生活科を「好き」である。 
・学力テストの平均得点が高いが、学力の二極化が見られる。 
・与えられた課題を取り組むことはできるが、問題を見いだ
し、問題に粘り強く向き合うことが苦手である。 

・自尊感情や自己有用感、人間関係力が低い子どもがいる。 
これまでの研究から・教師の願い 
・自ら問題を見付けて解決しようとする力を育てたい。 
・最後まで粘り強く学習に取り組む力を育てたい。 
・生きて働く知識や技能を習得させたい。 
・試行錯誤や他者の協働を通して考えを深める力を育てたい。  
・学ぶことへの有用感を感じさせたい。 
・自己調整を行い、学びを生かす力を高めたい。 

 

【学校教育目標】夢と希望をもち、たくましく豊かに生きる子どもの育成 

 

【研究主題】 

子どもの心に灯がともる学びの創造 
～子どもの思考に寄り添った理科・生活科～ 

 

 

 

 

 

 

 

理科部 
視点① 子どもが心を動かし、主体的に問題解
決しようとする指導・支援の工夫 
視点② 学びを通して新たな価値を創造してい
く手立ての工夫 

生活科部 
視点① 子どもが心を動かし、主体的に思いや 
願いを実現しようとする指導・支援の工夫 

視点② 「人」、「もの」、「こと」との関わりを通 
して気付きの質を高める手立ての工夫 

 

 

 

 

 

国・市の教育課題 本校の実態 

研究を通して目指す児童像 

〇活動への意欲と自分の考えをもち、学び続けることができる子 
〇活動を通して新たな価値を創造し、学びを生かそうとする子 

科学の検定 

研究を支える日常活動 

各部の研究の視点 

科学のひろば 
科学のオリエンテーリング 

 

みどりっこ学習 発見みどりカード 



２ 研究主題 
 
 
 
 
（１） 主題設定の理由 
① 現代の教育課題から 
現行学習指導要領では、「教育基本法や学校教育法などを踏まえ、これまでの学校教育のすばらし

い実践やその蓄積を生かして、子ども達が未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成す
ることを目指す」ことを基本方針として示している。また、中央教育審議会答申においては、向かう
べき学校教育の在り方を以下のように述べている。 
〇急激に変化する時代の中で育むべき資質能力 
・「Society5.0 時代」「予測困難な時代」 
      新学習指導要領の着実な実施  ICT の活用 

一人一人の子ども生徒が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価
値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会変化を乗り越え、豊か
な人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるようにすることが必要 

（中央教育審議会答申令和３年３月 30 日告示） 
〇今後５年間の教育政策の目標と基本施策 
「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的充実（令和の日本型学校教育） 

（中央教育審議会答申令和５年３月８日告示） 
これからの予測困難な時代に、学校教育に期待されていることは、個々の興味・関心・意欲等を踏

まえて指導・支援することや、子どもが自らの学習の状況を把握し、主体的に学習を調整することが
できるように促していくこと、そしてこれまで以上に子どもの成長やつまずき、悩み等の理解に努め
ていくことである。さらに、問題解決的な学習や体験活動等を通じ、子ども一人一人の良い点や可能
性を生かすことで、異なる考えが組み合わさり、よりよい学びを生み出していく経験を積ませること
である。 
コンテンツ（内容）ベースの問題解決から、コンピテンシー（能力）ベースの問題解決へと教育の

質的な転換が求められる現代において、教科等の固有の見方・考え方を働かせて自分の考えをつくり、
対話や協働を通じて新しい解を生み出して問題解決をする子どもを目指す本研究は、現代社会の要請
と合致し、意義深いものであると考える。 

 
② 千葉市学校教育推進計画「わかる授業」の推進に向けた課題から 

令和７年度千葉市学校教育の課題「21 世紀を拓く」では、理科・生活科の課題を以下のように述べている。 
理科の課題 
〇自然の事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって観察、実験を行い、ICTの効果的な活
用や対話的な学びを通して、問題を科学的に解決する授業の工夫改善に努める。 

〇理科を学ぶことの意義や有用感を実感できるように、学んだことと自然事象や日常生活との関
連を図ったり、振り返りを工夫したりすることによって、評価方法の工夫改善に努める。 

子どもの心に灯がともる学びの創造 
～子どもの思考に寄り添った理科・生活科～ 



生活科の課題 
〇幼児期の教育との連続や他教科との関連、中学年以降の学習との接続を踏まえ、地域・学校の
特色（人・もの・こととの関わり）を生かした教材や単元の工夫改善を図るよう努める。 

〇思いや願いを実現する体験活動の充実を図り、伝え合う表現活動の場を設定することで、学び
を振り返ったり互いの気付きを交流したりし、気付きの質を高める指導の工夫に努める。 

  千葉市学校教育推進計画では、「夢と思いやりの心をもち、未来を拓く子ども」の育成を目指し、「自
ら考え、自ら学び、自ら行動できる力をはぐくむ」ことを目標としている。理科や生活科においても、
子どもが目標をもち、各教科の見方・考え方を意識的に働かせ（生かし）ながら学習活動を行うよう
な授業の工夫改善が求められている。本研究では、千葉市学校教育の課題を具体的な実践を通して解
明できるものと考えている。 

 
③ 学校教育目標から 

  本校の教育目標と目指す子ども像は以下の通りであり、「知」「徳」「体」をバランスよく鍛える子ど
もを目指している。「知」「徳」「体」を育むことは、本研究の目指す子どもの姿にも関連しており、本
研究を進めることは、即ち、学校教育目標を具現化していくことと言えるだろう。 

【学校教育目標】 夢と希望をもち、たくましく豊かに生きる子どもの育成 
目指す子ども像 

考える子 思いやりのある子 たくましい子 
・進んで学ぶ子  
・自分で考え、判断する子  
・生活をよりよく改善する子 

・仲良く助け合う子  
・やさしく思いやりのある子  
・心豊かな子 

・進んで体をきたえる子 
・意欲をもって生活する子  
・自分らしさを伸ばす子 

 
④ 子どもの実態と研究経過から 
本校の子どもは、学ぶことに大変意欲的で、学力が高い子どもが多い。理科や生活科の学習におい

ても同様である。令和 5年度の全国学力・学習状況調査や千葉県標準学力考査の結果から、多くの子
どもにおいて基礎的な知識・技能や思考力が身に付いていることが分かる。また、規範意識や自己有
用感、生活習慣についての項目も概ね高い。一方、与えられた課題に対しては真面目に取り組むこと
ができるが、自ら問題を見いだし、主体的に粘り強く解決することを苦手としていたり、学習したこ
とが生活や社会に生かされていることや自分自身の成長につながっていると実感できていなかった
りする子どもも見られる。 
本校の研究は、心を動かされるような体験が子どもの学びの大きな原動力となると考え、学習過程

において知的好奇心の醸成や成就感・達成感を得られるような指導・支援の工夫について授業実践を
重ねてきた。理科の学習では、単元構成を工夫したり、事物・現象とじっくり関わって問題を見いだ
す場や実験・観察の時間を設定したりしたことで、子どもの主体的な学習態度が育まれてきている。
生活科の学習においても、生き物の栽培・飼育やおもちゃ作り、学区探検等の計画的な体験活動を通
して、子どもが目的意識をもって学び続けることができている。しかし、時代の大きな変化を前に当
たり前のように掲げてきた問題解決の学習が本当に子ども主体となっているのかを今一度問い直し、
形骸化していないか見直す必要がある。問題解決を進めていく過程を通して、生活や社会とのつなが
りを実感することで学ぶことの有用感を得たり、子ども自身が自らの成長に気付けたりするような授
業を創り上げるために、これまで取り組んできた本校の取組を整理するとともに、これまでの研究で



も重点をおいてきた子どもが解決したい「問い」や活動への「思いや願い」を大切にしていきながら、
単元構成や教材の工夫だけでなく、学習形態の工夫や他教科・教育との連携等、カリキュラムマネジ
メントの視点を取り入れる必要がある。 
これからの社会を担う子どもが学び続け、さらには学んだことを生かして未来を切り開いていくこ

とができるような学びの在り方について研究を通して解明していきたい。 
以上の子どもの実態と研究経過を踏まえ、本校子どもの課題を解決するために、研究主題を設定し

た。 
 
（２）研究主題について 
① 「心に灯がともる」ことについて 
 本校では、以下の状態を「心に灯がともる」と考えている。 
・問題の追究に向けた活動への意欲が高まっているとき 
・学習で得たものを次の学習や生活に生かそうとするとき 
・学習を通して気付いた自らの成長の実感したとき 
こうした学習の様々な場面で子どもから表出される姿であると考える。子どもの「心に灯がともる」

ことで、子どもの主体的な学習が実現し、目指す資質・能力が更に伸ばされていくだけでなく、心に
ともした灯で先を照らし、未来を切り開いていく力が育成されると想定し、研究を通してそのような
「心に灯がともる」学びを創り上げていくことを目的とする。そこで本校では、研究を通して目指す
子ども像として以下のように設定する。 
 

 

研究を通して目指す子ども像 

〇活動への意欲と自分の考えをもち、学び続けることができる子 
〇活動を通して新たな価値を創造し、学びを生かそうとする子 

  

② 研究で大切にしていきたい「問題解決」について 
学習中は一見、問題解決能力が高いと思われる子どもも、その力を実生活に生かすことができる子

どもは多くない。委員会活動や学級活動、学校行事等で自ら問題を見いだし、解決することができる
子どもは稀である。   
しかし、社会の在り方そのものが劇的に変わってきている現代、子どもが自分自身で学校生活や将

来を切り拓いていくために、問題解決する力を育んでいくことは重要な課題である。学習指導要領で
は、問題解決能力について以下のように述べている。 

各教科等において、物事の中から問題を見いだし、その問題を定義し解決の方向性を決定
し、解決方法を探して計画を立て、結果を予測しながら実行し、振り返って次の問題発見解決
につなげていく過程を重視した深い学びの実現を図ることを通じて、各教科などのそれぞれの
分野における問題の発見解決に必要な力を身に付けられるようにする（以下省略） 
子どもが問題解決する力を育むためには、問題解決する力を十分に養うことができる単元を通した

学習過程の計画や授業改善が必要である。今一度、問題解決学習を問い直すことで子どもの思いや願
いを叶える学習活動の在り方を模索し、充実を図ることで、目指す子ども像に迫りたいと考えている。 
なお、本校では、生活科の「子ども一人一人の思いや願いから学びを深める学習」を大きくは問題

解決学習として捉え、研究を進めていくこととする。 



Ⅲ 理科部会研究計画 
 

１ 研究主題・副題から 
 

子どもの心に灯がともる学びの創造 
～子どもの思考に寄り添った理科・生活科~ 

 

 理科における「子どもの心に灯がともる学び」とは、自然の事物・現象に対して子どもが興味・関心
をもち、自ら見いだした問題に対して自ら進んで学び続けることである。予想や仮説を立てて観察・実
験を行い、解決していく中で新たな問題を見いだしたり、習得した知識・技能を生活に生かしたりして
繰り返し自然の事物・現象に関わっていくことが重要である。そのためには、導入や単元構成、教材教
具を工夫し、学習活動への意欲を継続的にもたせ主体的に学ぶことができる環境づくりが必要になる。
また、理科を学ぶことによって生まれる自己の成長や理科を学ぶ有用感を感じられる活動を展開してい
くことも重要である。効果的に学習を進め、心に灯をともしながら活動に意欲的に取り組む姿を意識し
た理科の学びを目指していきたい。 
 
２ 理科で目指す子どもの姿 
  
 
 
３ 研究の視点 

視点１ 子どもが心を動かし、主体的に問題解決しようとする指導・支援の工夫 

 理科において「子どもが心を動かす」場面とは、不思議な現象や調べ続けたいと思う現象に出会い、
疑問を解決するために自らが立てた予想や仮説、解決の方法を検証しようとするときである。そうする
ことで、問題を解決したときに充実感を味わったり、次の問題解決への意欲をもったりすることができ
るだろう。そこで、子どもの心を動かし、主体的な問題解決をすることを実現させるためには、子ども
の興味・関心を引き起こす事物の提示し、問題を追究し続ける意欲を喚起する単元構成の工夫が必要で
ある。子どもが主体的に問題解決を行い、問題を解決することに喜びを感じさせていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇自ら見いだした問題に、粘り強く向き合い、自然に親しむことができる子 
〇学ぶことの意義や自らの成長に気付き、学びを生かす子 
 

問題を見いだす場面の工夫 
 単元の導入では、子ども自らが

問題を見いだし、学習を通してそ
の問題を追究していくことができ
るような事物・現象との出会いの
場を設定する。これまでの単元の
学習で働かせてきた理科の見方・
考え方（みどりのめがね）、習得し
た知識と関連付けたり、子どもの
実態を把握した上で生活経験と結
びつけたりして事物・現象を効果
的に提示していく。 
 

子どもの思いに沿った単元構
成の工夫 
 問題解決を繰り返していく中

で、子どもは新たな問題を見いだ
していく。追究する意欲をもち続
けながら学習を進めていくことが
できるように、子どもの思考の流
れを意識した単元構成をしてい
く。子どもが見いだした問題を追
究する活動を取り入れることで目
的意識をもち、主体的な学びにつ
ながると考える。 
 

教材教具の工夫 
 子どもの思考を重視した学習を

進めるにあたって、よりわかりや
すい教材を提示したり、単元に合
った教材を工夫したりすることが
重要である。問題を見いだす場面、
観察や実験を通して検証する場面
など様々な場面でより安全でわか
りやすい教具を工夫することは、
子どもの知的好奇心を高め、追究
活動を活性化させることにつなが
ると考える。 



視点２ 学びを通して、新たな価値を創造していく手立ての工夫 

本校が捉える「新たな価値」とは、次の２点である。 
・学習して得た知識が活用できたり、生活に生かされたりすることを実感すること 
・他者との関わりの大切さや自らの学習への取り組み方への変化に気付くこと 
である。そのために、学習過程において、習得した知識を活用したり、生活や社会との結びつきを意識
したりすることができる場面や他者との関わりを通して自らの考えを広げる場面を設定する必要があ
る。また、振り返りを通して、自分自身の成長に気付くことが重要である。理科学習を通して、子ども
が新たな価値に気付く力を養っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児童が自らの成長を感じ取るための振り返り
の工夫（理科日記） 
 学習状況を把握し、自己の変容や成長を自覚す
ることができるようにするために、「理科日記」で
の振り返りを行う。学習を通して考えたことや気
付いたことを書き、自らの学習状況について把握
できるように促す。単元末には自分自身の学習に
ついて振り返りを行う場を設ける。ICT を活用し
て、積み重ねていくことで自己の変容や成長を実
感できるようにしたい。また、友達と振り返りを
共有することで他者との関わりを通して互いに
成長を実感することができると考える。 

 

習得した知識・技能を活用する場面の設定 

学習を通して習得した知識や技能を活
用し、有効に働かせることは子どもが新
たな価値に気付くことにつながると考え
る。そこで、学習内容と関連した発展的な
課題を提示したり、単元末に子どもがも
っと調べたいと考えた問題を解決する時
間を設けたりし、習得した知識・技能を活
用する場面を設定する。発展的な学習を
取り入れることで、より深い学びにつな
がると考える。 

学習内容と生活・社会との結びつきを実感す
るための手立ての工夫 
 理科で学んだことと生活・社会との結び付きを
子どもが実感することができれば、理科を学ぶ有
用感をもち、理科を学ぶことの価値に気付くこと
につながるのではないかと考える。そこで、他教
科や領域との教科横断的な学習を取り入れたり、
単元の終末に学習内容を生かしたものづくりを
行ったりする。また、社会的な課題との関連を意
識した場面を設定し、自然や日常生活など他の場
面に適用して考えることで、理科の学習が日常生
活や社会と深く関わりをもっていることに気付
けるようになるだろう。 

実験結果を共有することによる知識の一般化 
 

様々な素材で実験を行ったり、条件を変え
て実験を行ったりしたことを共有し、知識の
一般化を図る。そうすることで、自分だけでは
気付くことができなかった知識を得ることが
でき、自らの考えを広げることができる。そこ
で、グループ構成を工夫したり、ICT を活用
したりして共有の仕方を工夫する。学級全体
で得られた実験結果から妥当性を検証するこ
とで、学級全体の問題解決に結び付け、主体的
な問題解決へもつなげていきたいと考える。 

 



〈主体的に問題解決しようとするための学習過程〉 

 

Ⅳ 生活科部会研究計画 
 

１ 研究主題・副題から 
 

子どもの心に灯がともる学びの創造 
～子どもの思考に寄り添った理科・生活科～ 

 
生活科における「心に灯がともる学び」とは、具体的な活動や体験を通して、子どもが思いや願いを

もち、自ら進んで学んでいくことである。「思い」とは、子どもが対象と向き合ったときに抱く、「たの
しいな」「うれしいな」「ふしぎだな」などの様々な感情のことである。「願い」とは、対象と向き合い「思
い」を抱いたときに、「やってみたい」「もっとしりたい」「つたえたい」と願うことである。身近な人々、
社会及び自然と関わりながら、よりよい生活に向けて思いや願いを実現しようとすることが重要である。 
そのために、子どもに学習活動への意欲を継続的にもたせる工夫や、自らの成長を実感することのでき
る活動の展開をしていく必要がある。思いや願いの実現に向けて、心に灯をともしながら活動に取り組
む姿を意識した生活科の学びを目指していきたい。 
 
２ 生活科で目指す子どもの姿 
 〇思いや願いをもち、その実現に向けて身の回りの対象と進んで関わり合うことができる子 
 〇「人」「もの」「こと」との関わりを通して学び、気付きの質を高めることができる子 

 
３ 研究の視点 

視点１ 子どもの心を動かし、主体的に思いや願いを実現しようとする指導・支援の工夫 

生活科において「子どもの心が動く」とは、子どもが対象に向けて「やってみたい」「してみたい」と
自分の思いや願いをもつことである。その思いや願いの実現に向けた「主体的に問題解決する」姿を目
指し、活動の工夫をしていくことが大切である。 
そのためには、教師が子どもの思いや願いに沿った学びの計画を立てたり、学びを振り返ったりする

場面を意図的に設定していく必要がある。思いや願いを実現する過程において、子どもは様々なことに
気付くと同時に、活動の楽しさを味わうだろう。ここで生まれた満足感、成就感などの手応えを感じる
ことが、次の学びへの主体的な態度へと繋がると考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
子どもの心を動かす具体的な場面として、子どもの興味や関心のある「魅力的な教材」や「地域人材

を生かした学び」など、導入場面の工夫が考えられる。また、対象とのふれ合いを行う体験活動や、学
びを振り返る表現活動を繰り返し取り入れ、友達と学び合う中で、自分の成長に気付くことができると
考える。自分の思いや願いを叶えていくことで、自分に自信をもち、自らの学びを次の活動やこれから
の生活に生かしたり、新たなことに挑戦したりしようとする主体的な姿を生み出していく。そのための
指導・支援の具体的な方法については、以下の通りである。 

繰り返し行う 

思いや願いをもつ 活動や体験をする 感じる・考える 表現する 

◆分析的な思考：「見付ける、比べる、たとえる」活動 

◆創造的な思考：「試す、見通す、工夫する」活動 

◆具体的な表現方法 

言葉、絵、動作、劇化等 
たい！ 



指導・支援の具体化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

視点２ 「人」「もの」「こと」との関わりを通して気付きの質を高める手立ての工夫 

生活科では、子どもが「対象への気付き」から「自分自身への気付き」へと気付きの質を高めていく
ことを大切にしている。低学年における自分自身への気付きは大きく以下の３点が重視されている。 

 
 

 
そして、気付きの質を高めるということは、 

・無自覚だった気付きが自覚されること 
・一人一人に生まれた個別の気付きが関連付けられること 
・対象のみならず自分自身についての気付きが生まれること 

が考えられる。 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 子どもが気付きの質を高めるためには、まず、対象に対する気付きを生むための子ども一人一人の主
体的な学びが大切である。(視点１)子どもの「知りたい」「伝えたい」という思いを育んだ上で、具体的
な活動や体験を行う中での身近な「人」「もの」「こと」と適切に関わる場面を設定し、自分の気付きに
ついて交流する手立てを講じていくことが必要であると考える。 

①単元構成の工夫 
・子どもの思いや願いを生かす単元構成 
・時間や空間、仲間との関わり方の工夫 

◎子どもの実態把握 
・これまで(幼稚園や保育園、家庭等)の経験 
・一人一人の思いや願い 

②教材・教具・場の工夫 
・身近で夢中になる教材 
・学習カード、振り返りの工夫 
・家庭、地域との連携 

〈学習全体の流れ〉 

 

体験活動 
 無自覚 

気 付 き
の 質 の
高まり 

自覚 対象と自分の関
係に目を向ける

対象を通して自
分を見つめ直す表現活動 

 

一つ一つの気付きを関連付ける 

③他教科との関連 
・単元配列表の活用 

◎身に付けさせたい力 
・生活上必要な習慣や技能 
・対象を分析的、創造的に考える力 
・自ら対象に働きかける力 
・意欲や自信をもって学んだり、生活を豊
かにしたりしようとする力 

◎教師の願い 
・思いや願いの実現に向けて主体的に活動に
取り組めるようになってほしい。 

・「人」「もの」「こと」と関わり学ぶ中で、気
付きの質を高められるようになってほしい。 

・集団における自分の存在に気付くこと 
・自分のよさや得意としていることに気付くこと 
・自分自身の成長に気付くこと 
 

対象への気付き 「人」「もの」「こと」との関わり 自分自身への気付き 



 


